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長房話題★ゐれこれ
●記事は、2．3．4両にあります
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◎町白蓮横山北地区、合同防災訓練

◎富士吉田、河口湖への研修バス旅行
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◎トリム体操「山百合体操クラブ」のみなさん

⑥南団地、サロン「光」での
マジックショー
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国語回国閲醒認 �∴ 
◎長房町内で『ブラタモリ』ロケ（京王御陵線跡付近）

謹
賀
新
年

長
房
地
域
住
民
協
議
会

会
長
　
松
葉
浩
充

穏
や
か
な
中
で
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
日
頃
か
ら
住
民
協
の
諸
活
動
に
対
し
て
、
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
有
難
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
選
出
、
小
池
都
知
事
の
誕

生
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
来
日
、
そ
し
て
熊
本
地
震
災

害
、
北
海
道
の
水
害
被
害
な
ど
が
多
発
し
ま
し
た
。

八
王
子
市
は
今
年
市
制
1
0
0
周
年
を
迎
え
諸
事
業

が
計
画
さ
れ
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

地
域
で
は
都
営
北
団
地
の
建
て
替
え
も
完
了
し
、
利
便

性
も
よ
く
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

二
十
八
回
目
を
迎
え
る
　
「
長
房
ふ
れ
あ
い
端
午
ま
つ

り
」
　
は
地
域
の
繋
が
り
を
深
め
る
絶
好
の
時
と
と
ら
え

て
い
ま
す
。
昨
年
の
協
力
者
は
延
9
0
0
名
と
多
く
の

方
の
参
加
の
も
と
実
施
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
1
0
0

周
年
と
の
リ
ン
ク
も
検
討
し
、
実
行
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

市
民
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
の
取
り
組
み
も
、
囲
碁

同
好
会
、
絵
画
教
室
が
新
た
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
お
菓
子
作
り
、
料
理
教
室
ほ
か
を
検
討
し
て
い
ま

す。
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
住
民
協
の
活
動
に
協
力
し
て

頂
け
る
方
の
役
員
会
員
登
録
を
求
め
て
い
ま
す
。
町
会
・

自
治
会
長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

本
年
も
住
民
協
全
役
員
、
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ご
家
族
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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『ブラタモリ』のロケ現場

サロン「光」でのイベント

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
を
辿
っ
て

長
房
遺
跡
め
ぐ
り

昨
年
9
月
1
7
日
に
N
H
K
で
放

映
さ
れ
た
『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
の
テ
ー

マ
は
　
「
日
本
一
の
高
尾
山
」
　
で
し

た
。
長
房
の
街
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
あ
と
を
辿
っ

て
ブ
ラ
リ
散
策
し
ま
し
ょ
う
。

先
ず
京
王
御
陵
線
の
跡
に
そ
っ

て
歩
き
始
め
ま
し
ょ
う
。
横
山
橋

か
ら
西
に
5
0
m
、
学
童
保
育
所
の

手
前
に
立
つ
と
川
向
こ
う
の
甲
州

街
道
の
交
番
か
ら
向
か
い
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
新
し
く
で
き
た

介
護
施
設
そ
し
て
樹
木
の
途
切
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
、
架
橋
に
乗
っ
た

線
路
が
迫
っ
て
来
る
よ
う
に
想
像

で
き
ま
す
。
そ
し
て
残
さ
れ
た
二

つ
の
橋
梁
（
そ
の
一
つ
に
タ
モ
リ

が
登
り
ま
し
た
）
を
渡
り
長
房
団

地
に
向
か
い
ま
す
。
架
橋
は
昭
和

6
年
運
行
開
始
か
ら
、
並
木
町
交

差
点
南
側
に
あ
っ
た
旧
横
山
駅
も

高
架
で
、
中
央
線
と
甲
州
街
道
を

跨
ぎ
、
長
房
の
段
丘
に
乗
せ
て
い

ま
す
。
戦
争
が
激
し
い
昭
和
2
0
年

1
月
に
営
業
休
止
に
な
り
ま
し
た

工
事
中
の
南
団
地
、
古
墳
公
園

の
南
側
を
通
り
三
軒
在
家
稲
荷
の

北
側
の
旧
線
路
道
を
歩
き
ま
す
。

陵
東
住
宅
の
中
を
抜
け
て
近
藤

内
科
の
横
に
出
ま
す
。
そ
こ
が
旧

「
御
陵
前
駅
」
　
で
、
駅
舎
は
神
社

風
の
銅
色
瓦
葺
き
建
物
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
昭
和
2
0
年
8
月
2
日
の

八
王
子
大
空
襲
で
東
側
に
延
び
た

ホ
ー
ム
も
焼
失
し
ま
し
た
。
昭
和

4
2
年
1
0
月
御
陵
線
の
山
田
駅
か
ら

高
尾
山
口
ま
で
延
長
し
、
京
王
高

尾
線
が
開
通
し
ま
し
た
。

、
、
、
ニ
高
尾
山
、
陵
東
公
園

そ
の
ま
ま
参
道
を
御
陵
に
向
か

い
途
中
右
に
曲
が
る
車
道
が
あ
り

ま
す
の
で
北
方
向
に
歩
き
坂
を
越

え
る
と
　
「
陵
東
公
園
」
　
の
案
内
が

あ
り
ま
す
。
左
に
（
西
）
に
曲
が
り

進
む
と
公
園
の
入
り
口
に
な
り
ま

す
。
こ
こ
は
城
山
手
の
住
宅
街
で

す
が
、
旧
地
名
は
下
長
房
「
落
越
」

（
オ
ッ
コ
シ
）
に
な
り
ま
す
。
縄

文
時
代
か
ら
、
弥
生
、
古
墳
、
奈

良
、
平
安
、
鎌
倉
、
戦
国
北
条
、

の
遺
跡
で
住
宅
跡
も
各
時
代
の
も

の
が
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
縄
文

時
代
の
イ
ノ
シ
シ
の
落
と
し
穴
が

多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

こ
の
地
域
は
湿
地
が
多
く
、
稲
作

が
行
わ
れ
、
田
ん
ぼ
が
深
い
た
め

に
農
具
、
稲
を
運
ぶ
た
め
木
の
舟

が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
公
園
に
入
り
、
高
台
を

見
渡
し
ま
し
ょ
う
。
南
風
に
当
た

る
斜
面
は
暗
い
森
、
北
風
の
入
る

と
こ
ろ
は
明
る
い
森
が
分
か
り
ま

す
。
こ
こ
は
多
摩
御
陵
に
続
い
た

丘
陵
な
の
で
、
低
い
と
こ
ろ
に
は

湧
き
水
の
池
が
あ
り
、
周
り
に
自

然
林
が
多
く
と
て
も
恵
ま
れ
た
公

園
で
す
。

暗
い
森
は
カ
シ
・
シ
イ
・
サ
カ

キ
・
ヒ
イ
ラ
ギ
・
ネ
ズ
ミ
モ
チ
な

ど
葉
が
厚
い
常
緑
広
葉
樹
で
す
。

明
る
い
森
は
イ
ヌ
ブ
ナ
・
ケ
ヤ
キ
・

コ
ナ
ラ
・
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
落
葉
広

葉
樹
で
、
高
尾
山
の
植
物
分
布
に

似
て
い
ま
す
。

地
層
は
小
仏
積
層
で
は
な
く
、

関
東
ロ
ー
ム
層
の
赤
茶
け
た
土
で

す
が
、
地
形
は
高
尾
山
な
ど
の
山

地
か
ら
何
億
年
も
か
け
て
削
ら
れ
、

流
さ
れ
た
泥
岩
が
扇
状
地
を
構
成

し
、
ま
た
隆
起
し
川
が
谷
に
な
っ

て
長
房
丘
陵
が
で
き
て
い
ま
す
。

そ
の
上
に
富
士
山
の
火
山
灰
が
積

も
っ
て
ロ
ー
ム
層
に
な
っ
て
い
ま

す。

『
ブ
ラ
タ
モ
リ
』
で
日
本
一
だ
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と
言
わ
れ
た
高
尾
山
を
を
眺
め
な

が
ら
、
楽
し
い
散
策
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

長
房
町
会

「

町
会
・
自
治
会
の
サ
ロ
ン
活
動
紹
介
①

長
房
南
団
地
、
サ
ロ
ン
　
「
光
」

伊
藤
　
完

固

長
房
南
団
地
は
目
下
建
て
替
え

工
事
の
真
っ
最
中
で
、
毎
日
工
事

の
音
が
団
地
内
に
響
い
て
い
ま
す
。

現
在
第
二
次
工
事
が
進
行
中
で

す
が
第
一
次
工
事
が
二
十
七
年
に

完
成
し
移
転
が
終
っ
た
十
一
月
に
、

サ
ロ
ン
　
「
光
」
　
が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。
代
表
者
は
、
田
名
綱
英
二

さ
ん
で
す
。

ご
多
分
に
漏
れ
ず
当
団
地
も
高

齢
化
が
著
し
く
、
こ
れ
か
ら
の
団

地
生
活
に
大
き
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
訳
で
す
。
サ
ロ
ン
の
目
的
は

数
多
い
高
齢
者
同
士
の
親
睦
を
図

り
、
お
互
い
に
生
き
が
い
を
求
め

よ
う
と
い
う
思
い
で
発
足
し
ま
し

た。
サ
ロ
ン
の
開
催
は
毎
月
第
2
と

第
4
の
木
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分

よ
り
団
地
内
の
第
一
集
会
所
で
開

か
れ
ま
す
。

毎
回
い
ろ
い
ろ
の
イ
ベ
ン
ト
の

他
に
　
（
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
セ

ン
タ
ー
長
房
〉
　
や
民
生
委
員
と
の

相
談
会
等
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
お
こ
な
っ
た
イ
ベ
ン

ト
は
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
落
語
、

ギ
タ
ー
演
奏
、
健
康
体
操
、
民
謡

踊
り
、
お
手
玉
体
操
、
ま
た
、
ぬ

り
絵
や
割
り
箸
工
作
、
輪
ゴ
ム
で

作
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
毎
回
楽

し
い
企
画
で
一
杯
で
す
。

ま
た
好
評
な
の
が
、
終
っ
た
あ

と
の
茶
話
会
で
す
。
コ
ー
ヒ
ー
や

お
茶
を
楽
し
み
な
が
ら
の
談
笑
の

ひ
と
時
を
皆
様
が
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
い
で
く
だ
さ

ヽ

　

○

長
房
南
団
地
　
　
　
千
葉
茂
雄
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毛糸の手編みひとすじ
都営長房西団地　吉田あや子さん

長房市民センターの女性職員で、定年に

なり退職した人たちが長房地域に大勢いま

す。彼女たちがその後の交友や親睦、老化

防止のため、何か良いものはないかと相談

したところ、都営長房団地に長いこと毛糸

の手編みをしている専門家がいると分かり

「ぜひ、教えて欲しい」とお願いして、8

年前から吉田あや子さんの「手編み教室」

が始まりました。

現在では近くの住民も加わり、生徒は

12人、毎週水曜日の午前を利用して続けて

いるそうです。最近はふれあい館での文化

祭などにも作品が出品できるようになった

そうです。

教室を訪ねてみたら、各自セーターやマ

フラー、帽子、靴下などプレゼントの相手

に喜んでもらえるのを楽しみに、あるいは
一年先の旅行に着ていくのを楽しみに、完

成を目指して励んでいました。

休息になると、日頃の出来事や耳寄りな

話、食べ物や体調の話などで盛り上がって

いました。

指導を続けている吉田あや子さんは、

「何といっても手先を動かすこと、糸目を

正確につみかさねていくこと、記号や図面

を少しずつ覚えていくことが脳の活性化に

つながり、楽しみがふくらんで老いを感じ

ない体づくりにつながると思います」

と皆さんをはげましていました。

西アパート連合　　西山典明

富士吉田市「御節」の橋、外川家で

センター利用グル“プの紹介・3

「山百合体操クラブ」

山百合体操クラブは、トリム体操のク

ラブです。トリムとはバランスを保つと

いう意味で、ラジオ体操よりちょっとハー

ド、エアロビクスほど息切れしない、軽

いジャズダンスといった感じだそうです。

会のスタートから34年間続けてきたと

いう宇田川千代子さんは、「高齢者でも体

の弱い人でも無理なく続けられます。私

は79歳ですが、90歳近い人も。健康寿命

を保つためにもお勧めです」　現在会員

32人、毎週木曜日午前10時から。あなた

もいかがですか？

船田町会　平田哲男

H
月
1
4
日
　
（
月
）
、
市
民
セ
ン

タ
ー
の
休
館
日
に
、
住
民
協
議
会

と
職
員
の
親
睦
を
兼
ね
、
富
士
吉

田
市
と
河
口
湖
の
歴
史
や
文
化
、

伝
統
を
学
ぶ
研
修
バ
ス
旅
行
が
行

わ
れ
、
3
2
名
が
参
加
し
て
交
流
し

ま
し
た
。

富
士
吉
田
市
で
は
、
昔
か
ら
富

士
山
頂
を
め
ざ
し
て
お
詰
り
登
山

を
す
る
人
々
や
、
案
内
す
る
　
「
御

師
」
　
（
お
し
）
　
を
泊
め
る
宿
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
一
九
六
四
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
富
士
ス
バ
ル

ラ
イ
ン
が
開
通
し
、
五
合
目
ま
で

自
動
車
で
登
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

した。以
来
、
「
御
師
」
　
の
宿
は
客
が

当
時
の
ま
ま
の
家

の
構
造
、
食
器
、

書
、
写
真
、
衣
装

な
ど
を
見
な
が
ら

説
明
を
受
け
、
感

動
し
ま
し
た
。

す
ぐ
近
く
に
あ

る
富
士
山
の
登
山

口
、
浅
間
神
社
を

訪
ね
る
と
、
そ
の

荘
厳
な
た
た
ず
ま

い
に
打
た
れ
、

「
こ
こ
か
ら
歩
い

…
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
富
士
山
の
歴
史
に
ふ
れ
た
旅
…

「

”

1

．

－

．

－

．

－

”

－

”

－

”

1

．

－

”

－

”

－

”

－

．

－

”

－

”

－

”

－

”

－

”

－

”

1

．

－

．

－

”

－

”

」

「

。

1

．

－

．

－

．

i

．

1

．

－

．

－

．

－

．

－

。

i

“

－

。

－

。

－

。

－

。

－

。

－

‥
住
民
協
議
会
の
研
修
バ
ス
旅
行

少
な
く
な
り
、
今
は
　
「
旧
外
川
家
」

な
ど
を
残
す
だ
け
で
す
っ
か
り
様

変
わ
り
し
ま
し
た
。

そ
の
旧
外
川
家
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ

イ
ド
さ
ん
か
ら
往
時
の
賑
わ
い
や
、

て
頂
上
を
め
ざ
し
た
の
だ
」
　
と
当

時
の
登
山
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
決

意
と
勇
気
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

河
口
湖
で
は
ぐ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
、
猿
ま
わ
し
劇
場
に
立
ち
寄
っ

て
、
芸
達
者
な
猿
た
ち
の
竹
馬
や

玉
乗
り
、
逆
立
ち
な
ど
の
芸
を
楽

し
み
ま
し
た
。

時
あ
た
か
も
紅
葉
真
っ
盛
り
の

素
敵
な
季
節
、
す
ぼ
ら
し
い
1
日

に
感
謝
し
ま
し
た
。

西
ア
パ
ー
ト
連
合
　
西
山
典
明
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園児の鯉のぼりシリーズ 
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題器「葛主，10r　‾葛葛‾－ 

こいのぼりの季節がやってくると長房西保育 

園では、4歳児、5歳児クラスが一匹づっ、一 

枚の白い布からこいのぼりを作っていきます。 

クラスで何色に染めるか話し合ったり、みんな 

で少しづっ針と糸でこいのぼりの形に縫って染 

めています。 

毎年端午まつりの見学には長房中央保育園、 

長房南保育園と合同で、地域との交流を図りな 

がら楽しく長房市民センターに訪問しています。 

（5歳児クラス担任　日橋朋美） 

8長房ふれあいウオークへのお酌Ii 

「ふれあい艮肪周辺散餓誰」読者の万をお誘いし 

て、歩きながらの誼郎内容簡所をご案内します。 

ガイド資料も用意して次の遡り計画しております。 ○予定日時2月18日（土）、10時～12時雨天延 

期（センター内掲示） ○コース第1回日は今号散策記・22にそって、市 民センターに集合し、陵束公園まで行き、センター 

に戻ります。途中で中郷遺跡、落越遺跡にも触れ 

たいと思います。 

○参加自由、無料、予約不要、（センターに10時ま 

でにお集まりの方をメンバーとします） 

○歩きやすい服装、履物、飲み物をご用意下さい。 

○長房住民協議会活動の一つとして、ご案内は「ふ 

れあい」編集委員の伊藤完（田664－2062）が担 

当します。 

町
白
蓮
横
山
北
地
区

（
並
木
町
・
長
房
町
）
主
催

合
同
防
災
訓
練
の
実
施

十
一
月
十
二
日
長
房
小
学
校
校

庭
に
て
快
晴
に
恵
ま
れ
、
四
百
五

十
名
の
参
加
を
得
て
合
同
防
災
訓

練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

生
永
会
長
挨
拶
、
平
塚
副
会
長

進
行
の
も
と
参
加
者
全
員
が
野
口

市
防
災
課
長
の
講
演
「
災
害
に
備

え
て
の
安
全
対
策
」
　
を
具
体
的
に

わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
、

真
剣
に
、
そ
し
て
う
な
ず
き
な
が

ら
聴
い
て
い
る
人
が
多
数
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
班
ご
と
分
か
れ
、
起
振

車
体
験
、
放
水
体
験
A
E
D
訓
練
、

初
期
消
火
訓
練
、
煙
体
験
を
実
施

し
ま
し
た
。

最
後
に
各
種
ラ
ン
タ
ン
六
十
個
、

を
抽
選
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま

した。こ
の
訓
練
は
消
防
団
、
女
性
防

火
協
会
、
民
生
・
児
童
委
員
の
協

力
で
隔
年
で
実
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
郷
の
ど
ん
ど
焼
き

前
日
か
ら
の
雨
も
朝
に
は
止
み
、

十
四
回
目
の
　
「
ど
ん
ど
焼
き
」
　
は
、

古
道
橋
の
河
川
敷
か
ら
中
郷
町
の

広
場
に
場
所
を
変
更
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
八
月
の
大
雨
で
川
の
流

れ
が
変
わ
り
、
河
川
敷
が
使
え
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
で
す
。

し
か
し
、
今
年
も
変
わ
ら
ず
に

町
会
と
近
隣
の
方
々
が
、
火
に
く

べ
る
お
飾
り
や
古
い
お
札
を
括
っ

て
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

午
前
十
時
、
年
男
と
年
女
に
よ

る
火
入
れ
式
が
始
ま
り
、
無
病
息

災
を
願
う
老
若
男
女
が
輪
に
な
っ

て
、
2
m
も
あ
る
竹
串
に
付
け
た

お
団
子
を
焼
き
ま
し
た
。

百
三
十
本
の
竹
串
や
杉
の
葉
は

十
二
月
下
旬
か
ら
準
備
さ
れ
、
温

か
い
お
汁
粉
、
甘
酒
と
共
に
参
加

さ
れ
た
皆
様
に
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
が
見
守
る
中
、
明
る
い

笑
い
声
が
響
き
、
盛
況
の
う
ち
に

今
年
も
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

中
郷
町
会
　
峯
尾
成
夫

会
員
募
集
ほ
か

○
長
房
囲
碁
同
好
会
会
員
募
集

毎
週
日
曜
日
午
後
セ
ン
タ
ー
に
て

開
催
、
初
心
者
歓
迎

申
込
は
会
長
・
池
口
隆
久
氏
　
（
血

6
6
5
・
7
1
4
7
）

S
絵
画
教
室
会
員
募
集
（
水
墨
画
、

水
彩
画
）

月
2
回
水
曜
日
午
前
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
、
講
師
料
な
し

申
込
は
講
師
・
金
沢
彩
雲
氏
　
（
血

6
6
6
・
6
0
4
0
）

S
長
房
書
道
教
室
会
員
募
集

初
心
者
会
員
で

一
年
経
過
、
月

二
回
土
曜
日
の

午
後
セ
ン
タ
ー

申
込
は
古
川
り

う
子
氏
　
（
血
6

6
　
5
・
0
　
1
　
5

5
）
　
セ
ン
タ
ー

8
第
十
二
地
区

民
生
・
児
童
委

員
協
議
会
会
長

の
交
代

森
前
会
長
の
後

任
と
し
て
宇
田

友
子
氏
が
会
長

に
就
任
さ
れ
ま

した。


